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　１０月１１日の体育の日に、吉野運動公園陸上競技場で、体育の日のイベント｢津風

呂湖北岸ウォーキング｣と｢秋のグラウンド・ゴルフ大会｣が開催されました。

　汗ばむような秋晴れとなったこの日、よりたくさんの人が集い、楽しい一日を過

ごせるようにと開催された町主催の今回のイベントに、約３５０人の参加者が集まりました。

　開会式では、北岡町長が｢町民の皆様方の健康増進と、体力増強に効果があり、

役に立つ催しを企画しました。多くの方が笑顔で集まってもらえてうれしく思いま

す。｣とあいさつしました。次に、議会を代表して藪坂文教厚生委員長が｢ケガなく

充分楽しんでください。｣とあいさつしました。

　続いて行われた吉野町体育協会長表彰では、吉野町の体育振興発展に貢献さ

れた方々に「地区体育功労者表彰」、全国大会に出場された方々に「特別功労賞」

が贈られました。その後、両イベントの注意事項の説明があり、津風呂湖北岸ウォー

キングが出発。ほどんどの方が初めて歩くコースで、期待の中、元気に一歩一歩

歩んでいきました。

　ウォーキングの方々が陸上競技場から出発後、グラウンド・ゴルフ大会が始まり、

日頃の練習の成果がでるよう力強くボールを打っていました。

　競技終了後、地元の食材を使った豚汁が振る舞われ、参加者はおいしくいただ

き、疲れを癒していました。

　イベント参加者の方に感想を聞きますと、津風呂湖北岸ウォーキングの方は、｢初めて北岸を歩きました。天気も良く、距離も

良し。大変楽しめました。来年が楽しみです。｣と話され、グラウンド・ゴルフの方は、｢何回やっても難しい。それがまた、おもし

ろい。また参加します。｣と話されていました。最後に、体育の日実行委員会森脇委員長が｢今後もすばらしい大会となるよう、

ご協力お願いします。｣とあいさつをして、体育の日のイベントは終了しました。

　体育の日のイベントは盛り上がりを見せ、参加者たちは、爽やかな汗を流し、秋の一日を楽しみました。

※吉野町体育協会長表彰並びにグラウンド・ゴルフ大会結果　－順不同　敬称略－

◆地区体育功労者　綿鍋　好枝（上　市）・昆布　正（国　栖）

◆特別功労賞　小西　啓佑（中　荘）・奥谷なつみ（中竜門）・丸　和浩（水　分）

　　　　　　　松田　稚菜（六　田）・八釣　仁美（上　市）・林　香里（中竜門）

◆グラウンド・ゴルフ大会結果 １位：下西　玉枝　（女子優勝）　スコア２９　２位：横谷　正巳　（男子優勝）　スコア３１

 ３位：松本　ハル子　（特別賞）　楠　幹弘　面谷　冨美子　スコア３２
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中学校多目的室での展示の様子
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第１回国栖の里灯り展開催される第１回国栖の里灯り展開催される第１回国栖の里灯り展開催される 

 １０月２４日（日）、旧国栖幼稚園で、第１回国栖の里灯り展が国栖の里観光協会主催で

行われました。平成２０年度で山灯りが一区切りとなり、新たな取り組みとして｢国栖の里

灯り展｣という形で、今回よみがえりました。５００人もの大勢の方が来場し、国栖の里の

魅力を十分に知っていただけたイベントとなりました。

地元の木製品や和紙といった素材を活かした「灯り」で地場産業・観光等の振興を図

ろうと開催された国栖の里灯り展。この日は９時から作品の受付が行われ、繊細な作品

が多いことから一つずつ慎重に展示されていきました。また、吉野中学校によるＪｒ山灯

り展が同時開催され、生徒達の発想

豊かな個性あふれる作品が展示されました。

１３時になるとオープニングセレモニーが始まり、せんとくんが登場した後、

スマイルキッズがダンスを披露し、会場を盛り上げました。

ブースでは、老人会〈新鮮野菜の販売〉・商工会青年部〈コロッケ・葛餅・

みたらし〉・がんばろうや会〈焼きそば〉・熊野市〈魚干物〉等の販売があり、

大いに盛り上がりました。

一方教室では、あかり教室、おはなしらんどカンブリアによる昔話や紙芝居、

人形劇が行われました。また御霊神社ではこの日に合わせ地元区長会によ

るライトアップが行われました。

日が暮れかかる頃開会式が行われ、国栖の里観光協会植貞男会長よりあいさつがありました。その後、行燈の点灯、灯りカッ

プの点火が行われ、日が暮れるとともに暖かい灯りが美しさを増し、来場者を魅了していました。１９時になると、オークションが

行われました。オークションの収益金は吉野町善意銀行に全額寄付される予定です。

厳しい自然の中で生まれ引き継がれて来た、国栖の技や伝統が集結し、甦った

灯りは、きっと人々の心に灯ることでしょう。

今後も国栖の里灯り展が地域の風物詩として、定着し、地域の方々の活力と観

光客の誘客につながることを期待します。

１０月３０日（土）・３１日（日）、吉野中学校多目的室において、Ｊｒ山灯り展が引き続

き開催されました。３年生の作品に在校生及び保護者の方々が、やわらかな灯りに、

ひとときの安らぎを憶え、多くの来場者がありました。

 

 

 

国栖の里灯り展示の様子国栖の里灯り展示の様子

〜第３５回 町展〜 吉野町民文化祭開催される〜第３５回 町展〜 吉野町民文化祭開催される〜第３５回 町展〜 吉野町民文化祭開催される

１１月２日（火）・３日（祝）に第３５回町展・吉野町民文化祭が開催されました。

今年度は、吉野町民文化祭として多彩な展示やイベント、屋台等に多くの人々が訪れました。

２・３日の作品展では、Jｒ山灯り展、児童絵画・習字展、拓本、陶芸、ちぎり絵、木竹工芸、華道、

水墨画、書道、写真、洋画、俳句、川柳、手芸、龍門文庫展覧会、句会（２日のみ）、など１９部門

から６６１点が出品があり、日頃の鍛錬の成果を作品に込められていました。

また、お茶席もあり、小学校・中学校の児童・生徒も、作法の則りお手前を披露していました。

　町中央公民館大ホールで行われた３日のイベントは、町表彰式に引き続き、大正琴の演奏、

吉野幼稚園・わかば幼稚園・吉野保育所による｢うた｣、スマイルキッズの｢ダンス｣、おはなしらんどカンブリヤの｢紙芝居｣、文化

協会功労者表彰、装道和装礼法子ども教室の｢演技｣、健康フラダンス、大阪芸術大学の｢歌・大道芸｣、NOLAの｢和太鼓演奏｣が

あり、立ち見するほどの盛況でした。

　役場駐車場の屋台では、おにぎり・うどん・こんにゃく・餅・

鯛飯等の販売と、絵本の読み聞かせコーナー、体験コーナー

（火おこし、富本銭づくり）、人権コーナー等があり、天候に

も恵まれ多くの人々で盛況でした。また、大阪芸術大学の

大道芸も行われ、子どもの歓声と笑顔が印象でした。

　秋晴れの中、子どもから高齢者の方まで幅広く楽しめた

２日間となりました。

 

 

作品の展示の様子

大はしゃぎで追いかけた鮎のつかみ取りの様子
吉野幼稚園・わかば幼稚園・吉野保育所の「うた」の様子
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